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	1 確認・報告事項
	(1) 第24回理事会議事録（2012年12月19日HP掲載）が承認された。
	(2) 2013サマーシンポジウム準備状況が加藤敏久理事より報告された。
	(3) 2013ウィンターシンポジウム11月28,29日（木金）仙台市民会館準備状況が鴻池敏郎副会長より報告された。
	(4) 2014サマーシンポジウム7月31日-8月1日タワーホール船堀準備状況が間瀬俊明理事より報告された。
	(5) 第8回プロセス化学ラウンジ2013年12月5,6日（木金）湯河原準備状況が日程、予算ともに例年通りであると鴻池敏郎副会長より報告された。
	(6) 日印プロセス化学コンファレンス準備状況が塩入孝之名誉会長より報告された。
	(7) 日本薬学会第133年会（横浜）シンポジウム実施報告が日景尚睦将来計画委員長よりなされた。立ち見が出るほどの盛況ぶりであった。
	(8) 日本化学会（南草津）シンポジウム実施報告が秋山隆彦理事よりなされた。
	(9) 地区フォーラム報告が左右田茂副会長よりなされた。
	(10) JSPC表彰委員会報告が左右田茂副会長よりなされた。
	(11) 編集出版委員会報告（資料３）が塩入孝之編集出版委員長よりなされた。
	(12) その他　出前講義（資料４）、会員現況（資料５）が富岡会長より報告された。

	2 協議事項
	(1) 2012年度(2012年4月1日～2013年3月31日) 決算案（資料１）が承認された。
	(2) 2013年度予算案（資料２）が承認された。
	(3) 2013年度通常総会次第案（総会資料）が承認された。
	(4) 2013サマーシンポジウムJSPC優秀賞選考委員の選出が承認された。
	(5) 2013ウィンターシンポジウム（寺田プロジェクトとの合同シンポジウム）の実施が承認された。
	(6) 2015 3rd International Symposium on Process Chemistry (ISPC)が承認された。
	(7) 日本薬学会第134年会シンポジウムについての方針が議論され、意義を再確認した。
	(8) 日本化学会シンポジウムについては計画はない。
	(9) 地区フォーラムの実施が承認された
	(10) その他、出前講義の益々の実施が承認された。


